
ダブルリバース工法の紹介

先進調査ボーリング



先進調査ボーリング

ワイヤーライン方式 ロータリーパーカッション方式 ダブルリバース方式

調査ボーリング



･ ワイヤーラインの特長

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾛｯﾄの後端からｲﾝﾅｰﾁｭｰﾌﾞをﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾎﾟﾝﾌﾟを使って水で圧送しﾛｯﾄ先端にｾｯﾄする。

約１ｍ位、削孔後ｵｰﾊﾞｰｼｮｯﾄをﾎﾞｰﾘﾝｸﾞﾎﾟﾝﾌﾟを使って水で圧送しｲﾝﾅｰﾁｭｰﾌﾞを回収する。

以降 繰り返し （よって多湧水の場合ｲﾝﾅｰﾁｭｰﾌﾞがﾉｰｾｯﾄ状態になり削孔不能となる。）

ダイヤビット

地下水の流れ
ボーリングロット

ｳｵｰﾀｰｽｲﾍﾞﾙ

送水

インナーチューブ

ｲﾝﾅｰﾁｭｰﾌﾞ回収
の為のﾜｲﾔｰ

ｲﾝﾅｰﾁｭｰﾌﾞ回収
の為のｵｰﾊﾞｰｼｮｯﾄ



先進調査ボーリングの特長

• コア採取により、地質状況の把握が可能

• 帯水層の位置を、精度良く把握することが可能

• 500m以上の長尺掘削が可能

• 多量の湧水が発生した場合でも、掘削が可能

• 掘削完了後、ｽﾄﾚｰﾅｰ設置による、水抜き効果



･ 帯水層の位置を精度良く把握できる
･ コア採取により、地質状況の把握が可能

二重管シールドのｲﾝﾅｰﾊﾟｲﾌﾟの後端から、水とコアを抜く

ダイヤビット（外管用）

ダイヤビット（内管用）

プリペンダー

地下水の流れ

ｼｰﾙﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ（外管用）
ｼｰﾙﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ（内管用）

ｳｵｰﾀｰｽｲﾍﾞﾙ

コア

水



どのような岩盤状況でも、コア採取が可能 !

亀裂の少ない岩盤

亀裂に粘土を挟む岩盤

破砕帯



500m以上の長尺可能が可能

200m

外管 138㎜
内管 113㎜

100m180m

外管 165㎜
内管 138㎜

外管 113㎜
内管 83㎜

216㎜口元管
ハンマー併用

20m

５００ｍ

断層破砕帯も孔径を変
えることで掘進可能



掘削状況 １

ﾀﾞﾌﾞﾙﾘﾊﾞｰｽ工法 ﾀﾞｲﾔﾋﾞｯﾄ

ダウンザホールハンマーを併用



多量の湧水が発生した場合でも、掘削が可能

被圧水帯では、二重管シールドのｲﾝﾅｰﾊﾟｲﾌﾟの後端から、水とコアを抜く

↓

水圧の低減

↓

掘削が可能



掘削状況 ２

最大湧水量 毎分13,000㍑

最大湧水圧 ６ＭＰａ 湧水量測定

湧水量 毎分8,000㍑

高圧の大量湧水にも対処可能 !



掘削完了後、ｽﾄﾚｰﾅｰ設置による排水効果

・掘進完了の確認

・内管を抜管

・ｽﾄﾚｰﾅﾊﾟｲﾌﾌﾟ（φ50㎜SGP管）挿入

・外管を抜管

→ｽﾄﾚｰﾅﾊﾟｲﾌﾟを確実に先端まで

設置できる

・口元管にﾌﾗﾝｼﾞを溶接

仕上がり状況

仕上がり状況



本体の規格

• 長さ ７５００㎜

• 巾 ８５０㎜

• 高さ １２５４㎜

• 重さ ４．４ ｔ

・口元ﾊﾞﾙﾌﾞの取り付
け

掘削機 本体 ２．７ｔ

ベース 0.85ｔ

ホルダー 0.55ｔ

スイベル 0.15ｔ

排出ガイド 0.15ｔ

計 ４．４ｔ



先進調査ボーリングの機材
（トンネル本坑での設置例）

シールド管置き場

抜管時のシールド管置き場
3000

3000

１６ｍ

700075001500

油圧ユニット 貯水タンク親分電盤 ボーリングポンプ

H鋼（150H×3m×5本） ＴＯＰ－ＬＳ 本体

操作台プリペンダー



屋外での設置

設置状況

本坑での設置

TOP-LS本体

操作台
油圧ユニット

シールド管

水抜坑での設置

TOP-LS本体

操作台



当社の主な実績 八甲田トンネル
L=３３３ｍ

朝日トンネル
L=３００ｍ

② 飛騨トンネル
L=７２１ｍ
L=５９５ｍ
L=５００ｍ
L=３５０ｍ

⑤ 小鳥トンネル
L=６２４ｍ

④ 権兵衛トンネル
L=４６０ｍ
L=３６０ｍ
L=３００ｍ

稲荷山トンネル
L=３００ｍ

① 岩手トンネル（鳥越）
L=５００ｍ
L=４５０ｍ 金田一トンネル

L=３０６ｍ

③ 高尾山水平調査
L=５００ｍ

歯長山トンネル
L=３３６ｍ

加久藤トンネル
L=３５１ｍ

⑥ 地芳トンネル
L=４７４ｍ

旭ボーリング(株)


